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（様式第６号）

実施課題名
English

著者･共著者 氏名
English
著者･共著者 所属
English

1．概要
（English）

2．背景と目的
3．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）
4．実験結果と考察 

5．今後の課題 

6．参考文献

7．論文発表・特許
8．キーワード

研究成果公報を作成いただくにあたり、以下についてご留意ください。

（※以下は研究成果公報提出時に削除してください）

注意事項
1．全体
・利用情報の公開が必要な課題は、利用年度終了後２年以内に研究成果公開｛論文（査読付）の発表又は研究センターの研究成果公報で公表｝が必要です(トライアル利用を除く)。本様式は論文（査読付）の発表を行わなかった場合にご利用ください。

・課題につき１報告とします。

・実験の難易度が高く仮説の検証に至らなかった場合、或いは設定した仮説そのものの否定に至った場合等も、その内容を詳細に記載してください。
・論文に準ずるものとして作成をお願いしているため、利用報告書との差別化を図ってください。
2．各項目
　(1)著者・共著者　氏名

　　共著者には実験参加者をご記載ください（各実験参加機関より1人以上）。
　(2)著者・共著者　所属
実験に参加された機関を全てご記載ください。

　(3)概要
　　結論を含めてご記載ください。

　(4)実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）

　　表（試料の作製条件を示す）、図（実験配置）など2以上をご記載ください。

　(5)実験結果と考察

実験結果を示す代表的な図、表を2以上ご記載ください。

　(6)論文発表・特許

　　本課題に関連するこれまでの代表的な成果をご記載ください。
　(7)キーワード

　　試料及び実験方法を特定する用語を2～3語、ご記載ください。

研究成果作成要領

1．実験課題名、著者、所属について（※記載時に上書きしてください）
(1)実験課題名
・中央にMS明朝（英数字はCentury、半角）、14ポイント、ボールドで記載。英語表記は中央にCentury、12ポイント、ボールドで記載。

(2)著者・共著者　氏名

・中央にMS明朝（英数字はCentury、半角）、10.5ポイント、ボールドで記載。英語表記は中央にCentury、12ポイント、ボールドで記載。

(3)著者・共著者　所属

・中央にMS明朝（英数字はCentury、半角）、10.5ポイント、ボールドで記載。英語表記は中央にCentury、12ポイント、ボールドで記載。

・所属を複数記載する場合、著者の右に上付き、所属の左に上付きでそれぞれ数字を記載する（下記例の通り）。

2．本文について
　(1)日本語のフォント
　・見出しはMS明朝、10.5ポイント、ボールド（記載済）。
　・本文はMS明朝、10.5ポイント。

　(2)英数字のフォント
　・Century、10.5ポイント、半角。

　(3)句読点

・点（、）、丸（。）を使用。コンマ（，）、ピリオド（．）は使用しない。

　(4)本文の体裁
　・段落の先頭行は1字下がり。

　・行頭、行末については通常の禁則処理

・行末はデコボコにならないように両端揃え。
・行末の記号（「、」、「。」等）については「追込み」ではなく「ぶら下げ」を指定。

　(5)単位
　・単位は原則として国際単位系（SI）を用い、数値と単位の間に半角スペースを入れる。
　・パーセント（％）、セルシウス度（℃）並びに平面角の度（°）、分（′）及び秒（″）については、数値と単位の間に半角スペースを入れず、直結させる。
3．図表・写真について
　(1)表題
　・それぞれに通番で番号を付与する。

　・図は下部、中央にMS明朝（英数字はCentury、半角）、10.5ポイントで表題を記載する。

　・表は上部、中央にMS明朝（英数字はCentury、半角）、10.5ポイントで表題を記載する。

　(2)余白
　・図表・写真のまわりには適当な余白（上下1行空け、左右5mm程度）をとる。

4．参考文献について
　(1)本文中の注番号
　・通番で注番号を該当箇所に上付きで記載する（下記例の通り）。

　(2)記載方法
　・注番号、著者、タイトル、ジャーナル、巻数、ページ、年の順で記載する（下記例の通り）
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